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《総目次》
流通経済大学流通情報学部紀要の
掲載論文等の一覧（1996年度～2011年度）
ページ 著　者 タイトル
分　類
論
　　
文
研究ノート翻
　　
訳
調査・資料その他
1（1）　1997-03
1-2 佐伯 弘治 流通情報学部紀要の創刊に寄せて ○
3 坂下 昇 発刊の辞 ○
5-22 小野崎 恒夫 M&A戦略の実践的フレームワーク ○
23-34 野村 宏 ロジスティクスの概念について⑴ ○
35-41 山野邊 義方 米国の製造業と社外物流サービスの進展 ○
43-58 吉田 準三 組織と情報 ○
59-90 日埜 博司
信長天下平定期の畿内におけるポルトガル人の動静
（一五六〇～一五八二年） 
○
2（1）　1997-10
1-23 小野崎 恒夫 シナジー効果と買収プレミアム ○
24-36 内桶 誠二 情報教育におけるマルチメディアの利用と課題 ○
37-49 片山 直登 利用者均衡を考慮したリバーシブル・レーン問題の近似解法 ○
50-55 蜂谷 博 オンデマンド方式による断熱材の出荷輸送業務の改善 ○
56-73 吉田 準三 複雑系と自己組織化する組織：その企業経営への適用 ○
74-88 岩下 伸介 ベンチャー・キャピタルの投資資金源泉 ○
89-101 倉田 是 高齢社会の流通について ○
A1-A23 水野 惠子 『せつきやうかるかや』における敬語ゴザアルについて ○
2（2）　1998-03
1-14 野村 宏 ロジスティクスの概念について（2） ○
15-29 片山 直登 交通流シミュレーションモデルの開発と事例分析 ○
31-52 中村 博 消費者の参照価格の理論および実証研究に関するレビュー ○
53-75 岩下 伸介 ベンチャービジネスの資金調達に関する考察 ○
77-101 小野崎 恒夫
Doing Business in Japan Using Japanese Technical Terms 
（Ⅰ） 
○
103-112 倉田 是 高齢社会の流通について（ 2 ）：生鮮食料品の配達システム ○
113-125 内田 信行 航空輸送産業における組織再編：提携の進展とその要因 ○
127-142 レバレット L.リード DEVELOPMENT OF PC LANGUAGES ○
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143-152 吉田 準三 公共部門の組織と管理：英国のエージェンシー制度の研究 ○
153-204
高瀬 弘一郎
日埜 博司 
16・17世紀極東におけるイエズス会士の経済活動とキリス
ト教経済思想：とくにウスラの問題をめぐって 
○
3（1）　1998-10
1-11 小野崎 恒夫
An Application of Data Mining for Actual Products in the 
Market 
○
13-28 野村　宏 ロジスティクスの概念について（ 3 ） ○
29-47 岩下 伸介 金融改革とベンチャーキャピタル再構築の一考察 ○
49-57 倉田 是 高齢社会の流通について（ 3 ）：個別配達 ○
59-86
Penissard Jack，
古井 恒
規制緩和後におけるヨーロッパのトラック協会の動向（ 1 ） ○
3（2）　1999-03
1-14 片山 直登
利用者均衡条件をもつ連続型ネットワークデザイン問題の
近似解法 
○
15-34 岩下 伸介 ベンチャーキャピタルと店頭市場改革に関する一考察 ○
35-50 小野崎 恒夫 MBAからMIBへの視点 ○
51-81
Penissard Jack
古井 恒
規制緩和後におけるヨーロッパのトラック協会の動向（ 2 ） ○
A1-A15 水野 恵子 説経の敬語ゴザアルについて：『をぐり』を中心に ○
4（1）　1999-10
1-13 内桶 誠二 マルチメディアに対するシステム科学的検討の必要性 ○
15-25 倉田　是 配達経路最適化の一方法 ○
27-43 吉田　準三 組織変革の研究 ○
45-67 岩下 伸介 シニアベンチャーに関する考察 ○
69-99
オリヴェイラ・イ・コスタ ジョアン・パウロ
日埜 博司 
木下 眞穂 
聖フランシスコ・デ・ザビエルと日本：『来日450周年大ザ
ビエル展図録』所載論文より（その 3 ） 
○
101-121
コーネゴ・マヌエル アルヴェス・ロウレンソ
日埜 博司
木下 眞穂
聖遺物入れを見るための手引き：『来日450周年大ザビエル
展図録』所載論文より（その 4 ） 
○
123-132 江尻 弘
土居康男著, 『米国インダストリアル・マーケティング・
チャネル―マニュファクチャラーズ・レップとディストリ
ビューターを中心として―』 
○
（書評）
4（2）　2000-03
1-15 内桶 誠二
サービス業務におけるマルチメディアの活用：行政サービ
スの場合 
○
17-31 倉田　是 地図データを使った配達経路の最適化アルゴリズム ○
33-50
若林 宏明
平澤 英則
ライフサイクルアセスメント法（LCA）による環境保全型
社会設計 
○
51-63 片山 直登
容量制約をもつネットワークデザイン問題の性質：双対問
題，Lagrange緩和問題,妥当不等式 
○
65-137 瀬谷 廣一 日本語・英語総索引辞典（ 4 ） ○
139-147 若林 宏明
21世紀の科学技術は人間を救えるか？：社会の僕（しも
べ）としての21世紀科学技術 
○
（講演録）
149-157
龍 オーロラ
中村 美枝子
WWWによる経営シミュレーション“MAGNUS”導入の
ために 
○
（報告）
A1-A14 和田 律子
『更級日記』の「富士山」：「さまことなる山の姿」をめぐっ
て 
○
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5（1）　2000-10
1-19 若林　宏明 地域の産業構造と最終需要が化石燃料消費に及ぼす影響の分析 ○
21-39 片山 直登 容量制約をもつ最小木問題のモデルとアルゴリズム ○
41-49
坂下 昇
土井 正幸
物流，在庫管理と企業立地：中間点立地の可能性 ○
51-120 瀬谷 廣一 日本語・英語総索引辞典（ 6 ） ○
5（2）　2001-03
1-15 内桶 誠二 地域情報化におけるITの適用課題 ○
17-27 内田 信行 
競争市場における企業のポジショニングについて：航空貨
物フォワーダーの場合 
○
29-40 片山 直登 予算制約をもつネットワークデザイン問題の近似解法 ○
41-61 金 恵聖
医薬品分野における世界戦略の視点：ヘキスト社によるア
ベンテイス社形成の事例を中心として 
○
63-133 瀬谷 廣一 日本語・英語総索引辞典（10） ○
135-147 高崎 三千代 社会文化的観点による授業解釈の試み ○
149-181 若林 宏明
安価な石油に依存する文明の終焉：縮小する世界の原油生
産 
○
A1-A16 水野 恵子
説経における「候フ」について：『かるかや』『をぐり』を
中心に 
○
6（1）　2001-10
1-48 江尻　弘
百貨店返品制の考察（Ⅲ）：百貨店の経営危機を招いた返
品制 
○
49-56 蜂谷 博 システム更新のサイクル ○
57-67 片山 直登 容量制約をもつネットワークデザイン問題の貪欲解法 ○
69-138 瀬谷 廣一 日本語・英語総索引辞典（14） ○ 　
139-170 若林 宏明
天然ガスに依存する文明の基盤：世界の天然ガス利用開発
動向 
○ 　
171-204 日埜 博司 
ポルトガル人ドミニコ会修道士ガスパール・ダ・クルスの
見た一六世紀華南：『中国誌』再刊のための全面的再検討 
○
6（2）　2002-03
1-16 内桶 誠二 地域情報化と知識共有 ○
17-70 江尻　弘
百貨店返品制の考察（Ⅵ）：百貨店の経営危機を招いた返
品制 
○
71-80 奥　喜正 INDSCALのデータサイエンスへの適用可能性 ○
81-91 片山 直登 共同輸送ネットワーク設計問題に対するLagrange緩和法 ○
93-157 瀬谷 廣一 日本語・英語総索引辞典（18） ○
159-174 水野 惠子 詩を読むことから作ることへ：日本語授業における現代詩 ○
175-182 坂本 充 箱根駅伝への挑戦：Ｒ大の場合 ○
183-226 若林　宏明 環境保全型高度情報化文明の基盤 ○ 　
227-280 日埜 博司 
ポルトガル人ドミニコ会修道士ガスパール・ダ・クルスの
見た一六世紀華南：『中国誌』再刊のための全面的再検討 
○
7（1）　2002-10
1-27 増田　悦夫
モバイル端末を効率良く処理する自律分散形データベース
サーバ 
○
29-95 瀬谷 廣一 日本語・英語総索引辞典（21） ○
97-117 若林　宏明 持続可能な開発と戦略的ITの役割：欧州連合の理念と実践 ○ 　
7（2）　2003-03
1-16 内桶 誠二 地域の知的基盤とIT戦略 ○
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17-23 片山 直登 予算制約をもつネットワークデザイン問題の双対上昇法 ○
25-32 片山 直登
分割妥当不等式を用いた容量制約をもつネットワークデザ
イン問題のLagrange緩和法 
○
33-100 瀬谷 廣一 日本語・英語総索引辞典（26） ○
101-117 増田 悦夫
モバイル・インターネット技術の適用による輸配送の高度
化について 
○
119-150 若林 宏明 福祉国家の衰退と再興 　 ○ 　
A1-A13 水野 惠子 林信海と萩：雅号の由来と中島歌子について ○
8（1）　2003-10
1-24 増田 悦夫
アクセス要求のZipf型偏りに着目した分散形データベース
サーバ 
○
25-91 瀬谷 廣一 日本語・英語総索引辞典（30） ○
93-136 日埜 博司
日本人のいわゆる実名敬避俗とジョアン・ロドリゲス著
『日本小文典』 
○
137-173 若林 宏明
高度情報化福祉社会における市民教育：欧州型生涯学習シ
ステム 
○ 　
175-216
ヴィートル セラン 
日埜 博司
内藤 理佳
ポルトガルにおける聖フランシスコ・ザビエルの美術的図
像表現（企画者アレーダ神父から表現者アンドゥレ・レイ
ノーゾおよびベント・コエリョへ）：「大ザビエル展-その
生涯と南蛮文化の遺宝」図録所載論文より（その五） 
○
8（2）　2004-03
1-21 内桶 誠二 地域の情報化と文化志向 ○
23-32 片山 直登 容量制約をもつネットワークデザイン問題の双対上昇法 ○
33-101 瀬谷 廣一 日本語・英語総索引辞典（33） ○
103-117 増田 悦夫 RFIDのシステム化と評価について ○
119-158
デビッド バーチ
若林 宏明
企業の社会的責任：新しい経営スタイルの理論的課題と諸
概念 
○
A1-A12 水野 惠子 林信海の旅日記：『東の国巡見の日記』について ○
9（1）　2004-10
1-20 増田　悦夫 物流における地理情報システム（GIS）の活用法 ○
21-89 瀬谷 廣一 日本語・英語総索引辞典（38） ○
91-107 若林　宏明
Significance of Controllable Nuclear Fuel Burning for 
Humanity 
○
（会議報文）
9（2）　2005-03
1-11 片山 直登
スケーリング法を用いた容量制約をもつ多品種フローネッ
トワークデザイン問題の近似解法 
○
13-79 瀬谷 廣一 日本語・英語総索引辞典（41） ○
81-137 若林 宏明 安価な石油に依存する文明の終焉Ⅱ：イラク戦争の原因 ○ 　
10（1）　2005-10
1-35 若林 宏明
持続可能な地域社会開発：松戸市民のトータルケアーシス
テム構築に向けて 
○
37-96 瀬谷 廣一 日本語・英語総索引辞典（ 1 ）～（43）：音訓索引 ○ 　
97-124 日埜 博司
『コリャード懺悔録』ポルトガル語全訳注：第五誡「人を
殺すべからず」に関わる 9 つの告解 
○
10（2）　2006-03
1-38 瀬谷 廣一 英単語の方程式（ 4 ） ○
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39-72 若林　宏明
持続可能な地域社会開発（Ⅱ）：社会関係資本による新松
戸市民向けコミュニティ・ケア・ビジネスの起業 
○
73-97 日埜 博司
『コリャード懺悔録』ポルトガル語全訳注：第七誡「偸盗
すべからず」に関わる10の告解 
○
11（1）　2006-10
1-12
西機 真
PENI Altar
上野 裕一 
The Market Plan of Massey University Sport, Leisure & 
Cultural Services 
○
13-29 片山 直登 利用者均衡ネットワーク設計問題に対する近似解法の調査 ○
31-48 増田 悦夫 宅配便サービスの現状と今後の課題 ○
49-97 若林 宏明
安価な石油に依存する文明の終焉（Ⅲ）：21世紀テロリズ
ム世界誕生の背景とその行方 
○ 　
99-140 日埜 博司 
『コリャード懺悔録』ポルトガル語全訳注：第十誡「他の財
をみだりに望むべからず」ならびに七大罪等に関わる告解 
○
11（2）　2007-03
1-16 増田 悦夫
ネット販売される商品に対するトレーサビリティシステム
の実現について 
○
17-49 若林 宏明
安価な石油に依存する文明の終焉（Ⅳ）：終焉に近づく石
油文明の姿 
○ 　
51-68 若林 宏明
安価な石油に依存する文明の終焉（Ⅴ）：新しい文明の誕
生と育成 
○ 　
A1-A10 水野 惠子 清水光房の和歌と書簡：林信海文書から ○
12（1）　2007-10
1-18 増田　悦夫 ディジタル技術の進展と今後の展望 ○
19-37 山田 英夫
日本国際海運会社の経営安定維持（費用・収益分析）：ト
ン数標準税制の導入（国際競争力の強化に応じる） 
○
39-48 日埜 博司
日本イエズス会版『サルヴァトル・ムンヂ』ポルトガル語
全訳注：第七誡「偸盗すべからず」に関わる9つの尋問 
○
49-54 日埜 博司 ある共同研究者との交流から：2004年度在外研修レポート ○
A1-A15 水野 惠子 祭魚洞文庫『筑前紀行』について ○
12（2）　2008-03
1-12 片山 直登
列生成法と行生成法を用いた容量制約のないネットワーク
デザインの問題の近似解法 
○
13-26 齋藤 裕 プーシキン作《ONEGIN》題辞の《表層解釈》 ○
27-50 瀬谷 廣一 インターナショナルグラフィックシンボル事典（記号集） ○
A1-A19 水野 惠子 祭魚洞文庫『筑前紀行』における海路の旅 ○
A21-A43 尾河 直哉
ジョルジェ・アマード『丁字と肉桂のガブリエラ』（三）：
第一部第一章から第二章途中まで、原文六三頁から一〇五
頁までの翻訳 
○
13（1）　2008-10
1-13 片山 直登
強い強制制約式を用いた容量制約のないネットワークデザ
イン問題のLagrange緩和法 
○
15-25 山岸 直基
変動的な系列反応と定型的な系列反応に及ぼす消去手続き
の効果 
○
27-53 若林 宏明
安価な石油に依存する文明の終焉（Ⅵ）：終わりなき原油
高騰の背景と新しい社会 
○ 　
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55-67 日埜 博司
宮澤賢治「雨ニモマケズ」をどうポルトガル語へ訳すか：
ベイラ・インテリオール大学アントニオ・フィダルゴ教授
との対話から 
○
A1-A24 尾河 直哉
ジョルジェ・アマード『丁字と肉桂のガブリエラ』（八）：
第二部第三章、原文二一一頁から二三七頁までの翻訳 
○
13（2）　2009-03
1-11
奥 喜正
松本 安司
データ解析におけるSPSS・PROXSCALの問題点 ○
13-35 永岡 悦子 
外国人交換留学高校生の日本留学に対する印象：日本滞在
期間の比較から 
○
A1-A23
古田 朱美
石黒 敬子
上原 泰子
草野 美保
高橋 登志子 
遵生八牋（飲饌服食牋 序文・甜食類） ○
A25-A32 尾河 直哉 「大甕」：ルイージ・ピランデッロ『一年間の物語』より（三） ○
14（1）　2009-10
1-16 片山 直登
列生成法と行生成法を用いた区分的線形費用をもつネット
ワーク設計問題の近似解法 
○
17-34 高田 富夫 在庫と輸送手段選択 ○
35-62 尾河 直哉
ピノッキオの鼻はなぜ伸びるのか？：『ピノッキオのぼう
けん』を読む（ 1 ） 
○
63-73
Santos Joao dos
日埜 博司
翻訳 「神聖なる王を殺すこと」に関しフレイザー『金枝
篇』が行なう考察の一典拠―ジョアン・ドス・サントス著
『エティオピア・オリエンタール』より［含 英語文］ 
○
75-76 高田 富夫 小野崎恒夫先生を偲ぶ ○
A1-A11
古田 朱美
石黒 敬子
草野 美保
高橋 登志子 
翻訳 遵生八牋（飲饌服食牋 序古諸論） ○
A13-A22 尾河 直哉
翻訳 「太陽と影」：ルイージ・ピランデッロ『一年間の物
語』より（ 6 ） 
○
14（2）　2010-03
1-9
奥 喜正
内桶 誠二
ストレス 1 式によるSPSS・多次元尺度法のALSCALと
PROXSCALのモデル適合度比較 
○
11-23 藤田 幸広
What Julie ; ou, La Nouvelle Heloise gave Shelley: the 
affirmation of self in "Hymn to Intellectual Beauty" 
○
25-61 内藤 理佳
中国返還後のマカエンセ（Macaense）のエスニシティ変
容：マカオ在住マカエンセ16名への聞き取り調査から（ 1 ） 
○
63-79 山川 史 日本語学習者の作文における句読点 ○
81-97 内桶 誠二 知識社会に向けたイノベーション ○
99-125 若林　宏明
安価な石油に依存する文明の終焉（ 7 ）：原油生産低減時
代の定常状態経済と社会 
○
127-143 若林　宏明
安価な石油に依存する文明の終焉（ 8 ）：成長を阻む技術
革新の停滞と人間性の限界 
○
145-156 日埜 博司
翻訳 「いろは歌」をポルトガル語へ訳す試み：アナ・リ
タ・カリーリョ先生との対話から 
○
流通経済大学流通情報学部紀要の掲載論文等の一覧（1996年度～2011年度）
331
157-188 日埜 博司
外国人のためのポルトガル語夏季集中講座見学の記：ベイ
ラ・インテリオール大学とEUエラスムス・プログラム 
○
A1-A14
古田 朱美
石黒 敬子
草野 美保
高橋 登志子 
翻訳 遵生八牋（飲饌服食牋 茶泉類） ○
15（1）　2010-10
1-34 片山 直登
容量制約のないネットワーク設計問題のLagrange緩和法
とソースコード 
○
35-55
Santos Joao dos
日埜 博司
翻訳 16世紀東南アフリカにおけるポルトガル人の"横暴"
に関する幾つかの挿話--ジョアン・ドス・サントス著『エ
ティオピア・オリエンタール』（メリンデ篇）より［含 ポ
ルトガル語文］ 
○
57-76 日埜 博司
井上ひさしのメッセージからポルトガル語授業の自家製例
文を作る 
○
A1-A22
古田 朱美
石黒 敬子
草野 美保
高橋 登志子 
翻訳 遵生八牋（飲饌服食牋 服食方類） ○
A23-A60
Corbin Alain
尾河 直哉
翻訳 アラン・コルバン著『快楽の調和』より（ 4 ）
第 3 章と第 4 章 
○
15（2）　2011-03
1-9 関 宏幸 ロジスティクスにおけるヒューマン・エラーに関する一考察 ○
11-26 永岡 悦子
大学 1 年生のレポートの文体に対する意識について：中国
人・日本人大学生を対象として予備調査から
○
27-40 小沼 喜好 前置きの階層性について ○
41-92 内藤 理佳
中国返還後のマカエンセ（Macaense）のエスニシティ変
容--マカオ在住マカエンセ16名への聞き取り調査から（ 2 ） 
○
93-114 尾河 直哉
薪ざっぽうとサメの腹：『ピノッキオのぼうけん』を読む
（ 2 ）
○
115-132
Santos Joao dos
日埜 博司
16世紀末ジンバブウェ北部ザンベジ河中流域におけるカバ
等の野生動物に関するエピソ--ジョアン・ドス・サントス著
『エティオピア・オリエンタール』（モルモターパ篇）より
　 ○
16（1）　2011-10
1-22
柳本 信一
増田 悦夫
ソーシャルメディアの現状と今後の展望について：現実空
間を拡張するソーシャルメディア 
○
23-32 齊藤 隆春 
アメリカのノンネイティブ英語教師のアイデンティティ形
成について 
○
33-41 池間 里代子 『儒林外史』にみえる飲食形容表現について ○
43-51
今西 真理子
内桶 誠二
コンピュータアート演習』の授業開発：ベジェ曲線で絵を
描く 
○ 　
16（2）　2012-03
1-35 片山 直登
容量制約をもつネットワーク設計問題の研究の調査と数値
実験の比較
○
37-58 増田　悦夫
東日本大震災における通信・ネットワークの状況と今後に
ついて
○
59-67 高橋 巌根 民主化の地政学 ○
69-93 池間 里代子 中国における鷓鴣詩の変遷 ○
332
95-121 日埜 博司
『コリャード懺悔録』ポルトガル語全訳注：第五誡「人を
害すべからず」に対する若干の日本語補注 
○
123-161 日埜 博司
再び、外国人のためのポルトガル語夏季集中講座見学の記：
外国語学習者の雑感を交えて
○
